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区の出来事＆世の中の動き
西暦 年号 区の出来事 世の中の動き

901 ～
931

延喜～延
長のころ

平安時代中期に作られた辞書「和名抄」に久良郡星川
郷、都筑郡幡屋郷などの郷名がある。

「古今和歌集」ができる。905年（延喜5）

1480 文明12 太田道灌の歌日記「平安紀行」に「帷子」の地名がある。応仁の乱が起こり戦国時代始まる。1467年（応
仁元）～ 1477年（文明9）

1559 永禄2 小田原北条氏の所領の記録「小田原衆所領役帳」に、
星川、仏向、保土ケ谷、川島、今井の地名がある。

川中島の戦い。1553年（天正22）～ 1564年（永
禄7）

　 　 　 桶狭間の戦い。1560年（永禄3）
1601 慶長6 東海道に宿駅の制度が定められ、保土ケ谷宿が幕府

の公認の宿場となり、本陣、問屋場が置かれた。
関ヶ原の戦い。1600年（慶長5）

　 　 　 江戸時代に入る。1603年（慶長8）
1648 慶安元 新道（現在の旧東海道）ができ、宿場が移った。 由井正雪の乱（慶安事件）。1651年（慶安4）
1663 寛文3 保土ケ谷宿が大火、500棟が消失した。 　
1831 天保2頃 葛飾北斎が「富嶽三十六景」のうち「境木」を作成した。天保の大飢饉。1833年（天保4）～ 1839年（天

保10）
1834 天保5頃 安藤広重が「東海道五十三次」のうち「帷子橋」を作成

した。
大塩平八郎の乱。1837年（天保8）

1854 安政元年 吉田松陰が保土ケ谷宿に来宿した。 日米和親条約を結ぶ。
　 　 　 日米修好通商条約を結ぶ。1858年（安政2）
1859 安政6 横浜が開港される。横浜町（5か町）ができる。
1870 明治3 本陣、問屋場が禁止された。 生麦事件が起きる。1862年（文久2）
　 　 　 都を東京に移す。1869年（明治2）
1871 明治4 保土ケ谷郵便取扱所が設置された。 廃藩置県。
　 　 　 郵便制度ができる。
1884 明治17 保土ケ谷～戸塚間の新道が完成した。 内閣制度ができ、伊藤博文が初代内閣総理大

臣になる。1885年（明治18）
1887 明治20 東海道線程ヶ谷駅が完成した。 東京に電灯がつく。
1889 明治22 横浜市が誕生した。（人口116,193人　面積5.40㎢） 大日本帝国憲法が公布される。

東海道線が全線開通する。
1909 明治42 横浜市章、市歌が制定される。 　
1915 大正4 西谷浄水場が竣工した。 第一次世界大戦が起こる。1914年（大正3）
1927 昭和2 保土ケ谷町と西谷村が横浜市に編入された。(4月1日）関東大震災が発生する。1923年（大正12）
　 　 保土ケ谷区が誕生（10月1日）

人口38,118人（12月末）
　

1929 昭和4 横浜市児童遊園地が開園した。 アメリカの不景気が世界に広がり、世界大恐
慌となる。

1933 昭和8 神中鉄道（現在の相模鉄道）が横浜駅へ乗り入れ、厚
木～横浜駅間が開通した。

満州事変が起こる。1931年（昭和6）

　 　 　 第二次世界大戦が始まる。1939年（昭和14）
　 　 　 太平洋戦争が起こる。1941年（昭和16）
1945 昭和20 市街地が空襲を受け、3,200戸が消失した。 戦争終結
1949 昭和24 県営保土ケ谷球場が開場し、巨人対東急の試合が行

われた。
野毛、反町で日本貿易博覧会が開催される。
湯川秀樹がノーベル賞を受賞。

　 　 　 サンフランシスコ平和条約を結ぶ。1951年（昭
和26）

　 　 　 日米安全保障条約を結ぶ。1951年（昭和26）
　 　 　
1956 昭和31 区の人口が10万人を超えた。 日ソ共同宣言。ソビエト連邦との国交回復。
　 　 　 国際連合に加入する。

横浜市が政令指定都市となる。
1957 昭和32 県立保土ケ谷公園が、県内初めての総合運動公園と

して完成した。
　

1959 昭和34 横浜新道が開通した。 　
1960 昭和35 　 日米安全保障条約延長、安保反対闘争起こる。
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1964 昭和39 区の人口が20万人を超えた。 東海道新幹線が開通する。
　 　 　 東京オリンピックが開催される。
1969 昭和44 10区が14区に再編され、保土ケ谷区から旭区が分区

した。
　　　分区前人口　283,649人（9月1日）
　　　分区後人口　161,968人（10月1日）

横浜市人口が200万人を突破（全国3位）
小笠原諸島が日本に復帰1968年（昭和43）
日本万国博覧会が開催される。1970年（昭和
45）

1974 昭和49 保土ケ谷バイパスが開通した。 横浜で第2回アジア卓球選手権大会が開催され
る。

　 　 　 横浜市人口が250万人を突破。
　 　 　 沖縄諸島が日本に復帰する。1972年（昭和47）
1977 昭和52 区のシンボルマークを制定した。 沖縄海洋博覧会が開催される。1975年（昭和

50）
　 　 　 ロッキード事件が起きる。1976年（昭和51）
1980 昭和55 狩場町に環境事業局保土ケ谷工場が完成した。 　
　 　 保土ケ谷プールと老人福祉センター狩場緑風荘が開

館した。
　

1982 昭和57 保土ケ谷公会堂・保土ケ谷図書館が開館した。 　
1987 昭和62 横浜水道記念館が開館した。 横浜市人口が300万人を突破。1985年（昭和

60）
　 　 　 筑波万国博覧会が開催される。1985年（昭和

60）
　 　 　 日航ジャンボ機墜落事故が起こる。1985年（昭

和60）
1989 平成元年 「初音が丘地区センター」開館 消費税が施行される。
　 　 「保土ケ谷スポーツセンター」開館 横浜市政100周年・開港130周年を迎え、横浜

博覧会がみなとみらい21地区で開催される。
　 　 市制100周年：「区の花（すみれ）」、「区の鳥（カルガ

モ）」制定
　

1990 平成2 横浜ビジネスパーク第1期工事分が完成 　
　 　 「瀬戸ケ谷スポーツ会館」開館 　
　 　 高速神奈川3号狩場線が開通 　
1991 平成3 「横浜市岩間市民プラザ」開館。同時に偕恵いわまワー

クス・保土ケ谷区国際交流コーナー開設。
湾岸戦争が勃発する。

1992 平成4 県立保土ケ谷公園内に「かながわアートホール」開館。　
　 　 「区の色（ほどがやグリーン）」を制定 　
　 　 「上菅田地域ケアプラザ」開設 　
　 　 「川島町公園こどもログハウス」開所 　
1993 平成5 集中豪雨により、今井川、帷子川氾濫 　
1994 平成6 今井川、帷子川に「河川水位警報サイレン」設置 　
　 　 「川辺公園親水護岸」完成 　
1995 平成7 横浜新道「藤塚インターチェンジ」開通 阪神淡路大震災が起きる。
1996 平成8 「岩崎地域ケアプラザ」開設 　
　 　 保土ケ谷宿400倶楽部が地域づくり団体自治大臣表

彰受賞
　

1997 平成9 区制70周年：「ふれあいせせらぎのみち」開園 　
1998 平成10 環状2号線が暫定開通 長野オリンピックが開催される。
　 　 星川一里塚公園、岩崎町第3公園開園 　
　 　 「ほどがや花憲章」制定 　
1999 平成11 「今井地区センター」・「今井地域ケアプラザ」が開館した。

桜ケ丘コミュニティハウス、保土ケ谷区福祉保健活
動拠点、保土ケ谷区生涯学習支援センター開設

　

2000 平成12 分区以来はじめて人口が20万人に。 アメリカ同時多発テロ事件が起きる。
2001 平成13 「横浜市西部地域療育センター」開設

横浜新道「今井・川上インターチェンジ」完成
2002 平成14 　 横浜市人口が350万人を突破。

サッカーワールドカップが日韓共催で開催さ
れ、横浜で決勝戦が行われる。
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2003 平成15 複合施設「かるがも」開館
旧保土ケ谷小学校跡地暫定利用開始（イコットハウ
ス・イコット広場）

イラク戦争が勃発する。

2004 平成16 障害地域活動ホーム「ゆめ」開設 新潟県中越地震が起きる。
2005 平成17 「くぬぎ台小学校コミュニティハウス」開設

防犯ステーション2か所設置（今井町・新井町）
空き店舗を利用した多目的防犯拠点「千丸台ふれあい
館」開設

愛知万国博覧会が開催される。

2006 平成18 「保土ケ谷ビオガーデン」開園
「ほどがや市民活動センター（アワーズ）」開設
「仏向地域ケアプラザ」、「ほどがや防犯センター」開
設

2007 平成19 地域子育て支援拠点「こっころⅠ、Ⅱ」開設
｢権太坂小学校コミュニティハウス」開設
区制80周年：「区の歌（わがまち、保土ケ谷）」、�
「区の木（シイノキ、ハナモモ）」制定

新潟中越沖地震が起きる。

2008 平成20 ブルガリアの首都ソフィア市とパートナー都市協定
締結、保土ケ谷区の高校生が交流
「まちかど博物館」オープン
「今井川プロムナード」開通

アメリカ発の世界的金融危機広まる。

2009 平成21 「常盤台ケアプラザ、常盤台コミュニティハウス」オー
プン

横浜開港150周年を迎える。“開国博Y+150”

2010 平成22 重度身体障害者生活支援施設「たっち　ほどがや」開
所
仏向町の一部で住居表示を実施し、「仏向西」設置

ＡＰＥＣ横浜開催

2011 平成23 「たちばなの丘公園」保土ケ谷区側オープン
「川島地域ケアプラザ」開設

東日本大震災が起きる。

2013 平成25 国立大学法人横浜国立大学と連携協力協定を締結
横浜市初の協働契約が「ほどがや 人・まち・文化振
興会」と締結され、市民協働事業として実施

横浜市人口が370万人を突破。
富士山が世界遺産に登録される。

2014 平成26 「星川中央公園多目的広場」オープン
2015 平成27 ほどがや区の歌音頭制作披露 戦後70年をむかえる。
2016 平成28 区民会議と協働契約を締結 熊本地震が起きる。
2017 平成29 相模鉄道星川駅・和田町駅間高架橋（下り線）開通

区制90周年
2018 平成30 「ほどがや花憲章」制定20周年

ブルガリア共和国（ソフィア市）とのパートナー都市
協定10周年、駐日ブルガリア共和国大使館の参事官
が「ほどがや花フェスタ2018」を表敬訪問
相模鉄道星川駅・天王町駅間高架橋（上り線）開通

大阪府北部地震が起きる。
北海道胆振東部地震が起きる。

2019 平成31
令和元年

保土ケ谷区内に練習場を構える横浜FC�
13年ぶりにJ1昇格
相鉄・JR直通線開通

天皇陛下即位
令和に改元
ラグビーワールドカップ2019日本大会開幕
日本8強
横浜で決勝戦が行われる。

2020 令和2年 保土ケ谷区の良さを伝える「ほどがやアラカルト」を
開催

新型コロナウイルス感染症による緊急事態宣
言が発令される。

2021 令和3年 保土ケ谷スポーツセンターにて新型コロナウイルス
のワクチン接種を実施

東京2020オリンピック・パラリンピックが開
催される。

2022 令和4年 星川駅駅前広場が開業 ロシアによるウクライナ侵攻開始
2023 令和5年 相鉄・東急直通線開通

「保土ケ谷地域ケアプラザ」、地域子育て支援拠点
「こっころサテライト」開設

新型コロナウイルス感染症の感染法上の分類
が「5類」へ移行

2024 令和6年 保土ケ谷区制100周年事業実行委員会が設立 能登半島地震が起きる。
横浜DeNAベイスターズが26年ぶりに優勝

2025 令和7年 保土ケ谷区公式マスコットキャラクターの名前が
「ほどぴー」に決定

TICAD 横浜開催




